
 

 

 

 

 

 

 

 

３月行事予定 

日 曜 行     事 給食 

１ 土  ― 

２ 日  ― 

３ 月 ＡＬＴ訪問 委員会⑥ 人権の花贈呈式  ○ 

４ 火 代表委員会 ○ 

５ 水 
お別れ遠足（雨天校内） 
職員会 校内研修 

― 

６ 木                                 ★ ○ 

７ 金 校納金 ○ 

８ 土  ― 

９ 日  ― 

１０ 月 クラブ⑥ ○ 

１１ 火  ○ 

１２ 水 校内研修 ○ 

１３ 木  ○ 

１４ 金                              ○ 

１５ 土  ― 

１６ 日  ― 

１７ 月 ５時間授業 ○ 

１８ 火  ○ 

１９ 水  ○ 

２０ 木 春分の日 ― 

２１ 金 卒業式準備 ※体育館使用停止（24日まで） ○ 

２２ 土  ― 

２３ 日  ― 

２４ 月 卒業証書授与式 9:30 ― 

２５ 火 修業式 ― 

２６ 水 学年末休業日（～31日） ＰＴＡ会計監査 ― 

２７ 木  ― 

２８ 金 離任式 ― 

２９ 土  ― 

３０ 日  ― 

３１ 月  ― 

【４月の主な行事等】           

・ 竹の子の集い（６日）     ・ 新任式・始業式・入学式（８日）  

・ ＰＴＡ新旧役員会（１７日） ・ 交通安全教室（２２日） 

 ・ １年生を迎える会（２３日） ・ 参観日・ＰＴＡ総会・学Ｐ（２４日） 

 ※ 行事等は変更する場合があります。御了承ください。 
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２月の大雪には本当に驚きました。双岩小に勤務が決まっ

たとき、「双岩の寒さはすごいで。」と教えていただきました

が、同じ八幡浜だから大丈夫だろうと、あまり気に留めていま

せんでした。しかし、予想以上の寒さでした。自宅を出るとき

車の外気温計が２℃とすると、学校に到着時は０℃。数字上

はいつも２℃の差がありますが、体感的にはそれ以上です。そ

のような中でも、双岩っ子は元気いっぱい持久走や縄跳びに

取り組み、健康な体づくりに励んでいました。「よし、自分も」

と思うものの動くことが億劫な私は、何か別の手段での健康

管理を考えていました。 

ある休日、インターネットを見ていると、リンゴのマークの会

社が作る時計に興味がわきました。できるだけ運動を避け、

自分の体の様子を知るという安易な考えからです。気が変わ

らないうちに注文をしようと、ネットで購入をしましたが、間違

って同じ時計を２つ注文してしまいました。表示を見ると、注文

確認中となっており、かなり焦りました。どうにかしなければと

思い、コールセンターに連絡をすると、男性がゆっくりと落ち着

いた声で、「どのような御用件でございますか。」と問い掛け

てきました。慌てて説明をするのですが、私の話がうまく伝わ

らず、先方が状況確認のために電話を切ることになりました。

「まずい。これで取り消しができなければ、かなりの出費にな

ってしまう。」と愚痴をこぼしながら連絡を待ちました。約１０分

後。「お客様の状況が確認できました。こちらの方の商品をキ

ャンセルでよろしいですか。」との声にほっとしたときです。男

性から「以上で手続きは終わりです。どうぞすてきな休日をお

過ごしください。」との言葉が。おそらくこの言葉は、会社の対

応としてマニュアル化されたものだと思いますが、私にとって

は、「人と話すこと、言葉で伝えること、関わること」でしか得ら

れない喜びを感じる出来事でした。 

２月13日、本校で行った新入児体験入学の保護者懇談会

に、講師として幸田裕司先生をお招きし、御講話をいただきま

した。特に社会問題となっている「ゲームやＳＮＳ」は、依存症

になると病気として治療が必要になるケースもあるので、親

が「子どもと話すこと、言葉で伝えること、一緒に何かをするこ

と」が重要だと教えていただきました。さらに、「何かに困った

ときは、誰かに聞く、誰かに頼ることを親が見せなくてはいけ

ない。」というお話もしていただきました。子育ては楽ではあり

ませんが、大変なことがあっても、友達や家族で笑い飛ばせ

るような生活環境があれば、子どもたちの心は安定し、すくす

くと成長していくのではないでしょうか。「環境が人をつくる」

という言葉どおり、今の学校、家庭での生活を少しずつ見直

しながら双岩っ子がぐんぐん育つ環境を整えていきましょう。

いよいよラスト１か月となりました。どうぞよろしくお願いいたし

ます。                             （文責：後藤 敏夫） 

 

 

★ ＩＣＴ支援員来校日 

笑顔で過ごせる環境に 


